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昭和48年１月13日第３種郵便物認可

昭和6C年9月10日発行（毎月10日）

全国膠原病友の会北海道支部
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頭転牙12回友の会化海遵文部鷹合取替
…■lqTnHl】■●■mmllJtdM"■WLJr"Pl.t一帖-lllI.→---■■-4EtKH-l-I-mW.…-llm■IrJtMqrrP

6月8E7. 9日の両E).ニセコのぺ-/:/ヨー/小々ムヤム､ILこ

てれ2柳o'劇ヒ海新都総合及び医療紅粉が行

なわれました. (初口者24名)

ぁし､にく.の番り穿て､した粧刺班聯･JF]ヒオ2姫栗岡草

創軌-b析札幌より出貧し･千線4府過ぎ両全員寮夢に到　●

着しまし7-_.袖からフジ引さて禰軌を決れ2人から4人

【て蝕て舶G朝昼<碗LfL7--･そ楯相握の達しザあ

るものの.空かし､L灘頁雄清潔感われる^qソ=,ヨ7品LL､

童りしこ.皆さん大変満足さ折嫡子て･しγ二･嬉しさのあまり

鯉如聞こえ.僻-岡本鋸凍て虜かったと改め憾七乱

た.

承餌. q日(日)の朝食の腺.三森さん(前文部長)の司会

て･t 5?牌.浄酔鞭各合計賢垂稚告(瀕し､て･占03f ●

席の渚軌方針確).沸瀬討さ楯した｡

以下.ご報昔し､たします. ･

_"範

-　2　-----



E] EZI E) E)団

j〔海道文辞耗ノ倉　おめでt,うござし､ます｡ I i,共Lて.ご

成功をIL二よりお祈り申し上げます｡

金員の塀.本別まご勧ロゴ葛藤樺でござし.ます.御身衝よ

し､かがでござし､ましようれ毎日し､かがお過ごしでござし､まし

ょう机上案じ致しております｡

●　北の果て.北海適.広大房蹄を､働婦.と齢なんて.

｢こうけん. Lこも色々hLノ､なんて若し､1過ごせみ程に強く生き

て下さろ孝を頗わ11L二L礼､らかません｡

6月26日.柵密会も費車終了致し. L3っと一息と同時

に10声輝に向って新T-Jd:気荷で又.渚軌二入り言した.その

軌二は.顔のメ･t/七一=)ありがとうござし､ました｡

北海産支部の活気あさ＼直る活象､活躍をお手本とし,私凄tJ

頑蘇る所存でござし､ます｡

丁●　又,し､っかどこか7廃線二束金してきる孝を秦しみL-"古都

京都より.ご検拶の言葉とさJttてし1･J･:きます｡

仝軌暢療病友の会東都真申

長尾1鶴手

駒部一同
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昭和59年度決算瀬音 

/ ��iiH6ﾘ���剋x出 革具薯885-.629 

遁懲補助全 会償 冏ooOOO 

28LF_700 /62.250 ワ7_073 /oo.Li.OLf ��金線懲 尼��"�,"�

難病連豹 �/5.∂7(つ 
客イ寸金 

I,(a象会費 �2/.Lt60 
事呆収益 

中泉金歯費 儡L+.5-90 雑収入 預り金- 
r75-_boo ��鯛蕗譲合 患者大倉 汀�B�#モ��#偵r�2�

前期繰迎雀 �/29g/3 月′､ ･9.余賓内訳 2,looロ,i/36名=2糾700 ･g,草葉収益内訳 ･シ々ンプ一雄3U.5ワ3 ○し.ちLSんはLNO.Lt9 @foox,LjJ?冊=2LtSOO o勝原傭兵Ⅱ号 @SooX36冊ち/8.000 ･S.末期餌食内訳 ･現金7255/ ･郵便碩替/072qq ･銀行頚食/53.7Iq 劔h�隴Yf�｢�//3.0/9 

地邑育成墳 塔Rﾒ踝2���

相談灸感動 田�ﾃ��+���

請-酌贋 �"���ャ��

象強食32050○ 

経済会費 �3l9.000 

HSK象堰金 �/.5-00 

維東亜蹄.94,64-2 

矛務盾債?LLbLF2 

嚢,#jW 

経費 

/J'期舶金333.5-6? 

合計/.634-.340合計/.634,34-0 

-　41 -



日昌和59年度ノ合計蚤ノ直幸反骨

B恥9箱萄二おける願病友の会j･〔海適夷野の合計を.傾#-

と領収書を照合して整容の結泉適正7あることを額昔款しま
~す｡

B召和60.年年月I7日

倉吉鹿を　勉慶子

●

B召衆]60耳腐　諮動方針

1.勝野病の原因究明と讃療法の確正賓掌

2.適舵費C鳩か戒につし.て

(地方産任患者が丸腰､稽ノL l0膚戸御仁翻る為)

3　月琴原宿Jく関する知轟この普及

(医凍講演会～就幌.帯広)

Lf　錐病連の行孝勧ロ

4　5腐間紙の発行(LfF) 5^0. 8/o′ ･Xo. 2/o

d.二杷威活動の才産迷

7. /会葬同.'fcの線度を図る

g.自己財源の確保(シNソプー孝販売の碑刀吾得ろ)

-　5-　-



Bc37';和59年度連動享尿管

｡I如　友の会夜摂食

･ 2'･228袈㌘禦禁裏

･27日夜脇

4 2･3日jfH回麦価会.課

｡6日　戟鮒香貝合

0 9.10E7虎の金夜昇会

｡J8日.札幌薦区針金

｡ 20日1､し､ち(れ正し.､蕗暗号秀行

｡21日　銀卵髭炎金

三2;:慧轡)

･9B　友の虐瀦碑竣議,

･20日　札幌把珊倉

･2佃　友の愈綿策金線

｡ 23日､､UろばILla.lL､,NO.5億粁

-　6

o I旭､レちLれしまL/.誹0.50発行

I I2.J38夷払戻合議(東京)

｡t9日　友の会綬象倉

827E)九曜地区例会

｡3伯　叔教委県令〔利E)

0 2E7　友の合綿集会魂

a 16El　丸傍兜L75･]金

･20日　友のJ象綬象倉

｡21Er　乗移担章堵金森

q 2g&｡オ12祭緊密)

｡17日　友の食授紛

･2ほ　れ⊥細腕



｡ 6_r7日理泰搬(6平町)

｡ lSEl　九慣姥LlT停峻

･I6日　夜の倉輝男倉

●

●

｡ I6E7　チマり身クL/Rてズル身-

(iL傍)

｡ 2g日　友の金編集会議

I Lt日　東o)愈締茶会威

｡ l如､いちばんtiLNu52発行

･ 26日　割fy･)匪審肇演倉

垂奮

｡I旭　香りカ･71/ズ機

才I5回理草食

滋の凌援兵倉

｡ 17日　丸幌兜LL7医療講演会

o20B要愉

126日　牙(6回:埋葬倉

｡ 3日　bLI路地正鰍

｡ 9.10日有り勿･八サL r札嘩)

･ J3日　斉の′会ZAJt顛ノ会

･23日　オr7回理革倉

･2紬　虎の餅黄金

･30E)実務埴当者会議･



Ooooo⑳㊨⑳㊨⑬㊨㊤◎㊤㊦oo｡oo
(僻のF ′1㌦帝昔)

1 )腐原宿の帝国究明と為療法の確立要望

(助慨生が凌負の皆さんの執こ.解Ljやすく書いて下さ

Ltました.〕

本年6月13 E]から3日軒島根県出家市7･行なy)れた牙

f 3回日本蹟床党務学舎で. ｢巨】己見解謬幼今後?屠乳

と摩する'/ン/1::)ウムがt'7'-jlました｡

この年71.勝原病の論敵--つし､て辛練的7/ものも含めて

詩が出ましたの7L一重も､ものにつし､て節動二ノ3＼れてみます･

仁　ルレス療法　　SL_E腎動二対して

これまステロイド駄賃療法マ･混在甘7･(才子なわ

れて釦)3寸が.より=--Wil触がな厚田軌こついて倹

討されてし､ます0

2.血鰯欝法とり-/ノ音,,凍凍葱

二i^ら甘血液中の血索やりンパ疎を磨り除く方法

7. SLE. RA. MCTD. PSS/a:どて･試みら●

れてし､る段酵て.育.

3tサイクロスポLr/Aによ為冶藤

波疾o)経口薬剤7.I_北大昭科フ頓執政瀕因り.ベ

-　g　-
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●

.●

一チェ､t'卜病卵脚に布知と帝碁されてし､ますが.

今軌よ自己鬼旬丙を起こす実験敷物欄打し.糸成

体腎炎や圃簡肺炎を伴うQ･J7滴如.ヒC7)データが

示されました｡

4.全身り-/ノ僻の忍射線照射

蕨逝.矧二審国75L_ EやF?､Aに対し誠みられ在

来政審l-1着勉との71-夕が布されてさてし､ます｡

5'.その把.僻鞄布値や坑イテンオタイプ抗体を用し＼た

治療法も,実験動物を用し､て承打されており､今後

の成果相律されまれ

2)鰯の彪戒につして

把方L -J払患者が.一軒弓病院を解するための交助

成わ厚顔｡

o▼遜匪交麹費既成究兎市町村〔S.63.日0現在)

1.首　席室音　容夜野市

2.町　卑釆町　屠輝町　衆中町　ノ標茶町

弟子屈町阿襲町　日額町　境か田町

斜嬰町

3.フ打　島解す

･北海適は人工透析尊者に仇､てLi.適酸費を齢成してし､為｡

-　9　-



･櫛十歳市風よ人工透飛者や蹄緒渚の適醍交

紳戒を上乗せしてし､る｡

▽▼脈者に網ろ見舞釦笛祉手当夷苑市町村

1.市　′1滴帯　留薪市　>t#LJ市､深ノ･滞

2.町　長万部町秀頼江町　費涌衡　鵜川町

新得町　勅J町　中頗別町清里町

遠軽町　丸瀬布町　上湧別町

3)願席薪に関する知執碩及(直療蘇紛)

｡丸慣地区　LJRF7日(士)　38品

･all路地正　　3月3El(日) /6鳥

射難病塵の御

醜､名碑を酔余などへの勧善しました｡

( 10-/Li頁の渚敷布昔を参照)

5)磯開解析(L'し､ちげえぼL/｡)

5'月IOE7　　No. 510

6月JOE]　確暗号

g戸=0日　　Nb, 5'/

2月10E]　No. 52

/0



6)栗城活動の掘進

離宮･忽'lt帯広｣ヒ兄に紹して釧路把区が新し<

廃足し､7'-i L,ました｡

7)合葬同志の頼産を図る

私憤をほじれ各地威7廉E)を乙ってし.ます｡

(各地区の活動解告l二つし､ては/0-/LiR苦参照)

a) E7己財源の確保

①金虜収入(S.60.Lf.5-尿在でン余熱数/73名)

納入率　90･/Q

②　=/,,77プー　ノ杷売上げ

-/Rン7㌧　　2年7本

野草ほうじ茶/oLt本

化.カロIJ-乾パン_花火td:どの売上げbありまi.

餐
-　Eiq-

_●



98和60卑度々賓

JJ見入 剋x出 

基葡補助金 都�������革具承f/,2/0.000 

金骨 �33b����� 佰hｶ9V��/20,POD 

者イ寸金 幡��ｸ�ｲ�,"�難病連豹 �20.00⊂フ 

事菜収益 汀(�ｨ���ﾃ�2��夜象.金額 �20,000 

雑収入 ��甲爽公務承 �80.000 

前期,#藤金 �332經c�� �9|9{�冰ﾒ�200.000 

患者大倉 ��ﾆ�抱�ｨ�ｨ�｢�

フ磯ー閑紙 �5�������,"�

蝿邑膏威儀 艇�ｸ�ｲ��ｨ�ｨ�｢�

兼法泉灸補助 田����+���

頚骨ク債 汀S������

強食l3,yL.5-00 

経つ拷-会費 �3/3,000 

HSK鋸官金 �/.5-00 

維薫盛夏費/00.000 

薄幸童 �/○(つ.〇〇〇 

環料債 � 
一粒 � 

合計I'.624L.goo 剽ﾟ,享十 �/,62L/.500 

/2





包㊨義も
く札幌地区)一挙@

去革の3月より､毎月(牙3月曜日)例会を行なってきまLT二･

現軌ま棒鋼コですが､また再開する予定です.勿れ才･ T-J-:

お酪)しようと集まっ7-J-ILlでしたが.そのうちに帝気のこと･

葺合のこと.と話の内容が重要な芦確に発承してLL<ようl ,i/

りました｡そして樽み蛇相談を才丁ち幽てる人乙出てさて.それ

に対してみんTd7･考えるようLこ変わってさてし＼ますTlだ･オ

3F†好日の夕方6時ヵ､らとし､うこと7･､勿ロ7守る人が眼ら折

てしまう7-ht曜日.瞬間和変更t'現在漂案中下す4

ニ掴,hはこの例会をもっと広く華さん仁和ってE)らL,､､

誰でt,気楽に勿ロでさる愈こしてし､さたし､と鷹1てLt言す｡そ

して者楳象こ閉じこtJりがちゐスト∴ (ヶ月出虜G)外に出る

願を作ってほしし､と思し.ま1.病人として7･Lif･t< ･身体の

ことZ,よ<知った友人としてお付さ谷し､しましよう･

く勉)･I兜区〉＼阜㊥音

7ZgJ日でL3. β抑56環濠の動和郎絵を農場ヒして･個)'I地区

の友の合が線を始め.碕･4顔を合わせ石塊-Jd=りました･

昨勘まひとF]おきをE]knとして. 5回の交流会を挿1ことが

できました｡交流会と言ってむーそれ躍動Tf7銅のでLS7d･L<.

_　　　/4



お食事倉を兼ねて日原卯壱みや.日常生請の孝を毒し合ってし､

寺領｡勿れよ交流のみと言えろ内容でLT二が.倉を膏持てししく

うちに活動勧車に押する懲兄や要望.碑葬L -Alする要求TJ_I t･が

出さytろようLこなってさまLT二.

専掌のひとつとして.全鰍会にむ出されていたように私

達患者の雇用の問題7且友の合で･乙度々取E)上子られ7 ㌧ ､た

ように鬼透明月額C)生活Jて頚し､不を机ってし･ます.その解

決C7)ひとつとして.働く虜郊祝しし､の7す.しかむ.体調をく

れて入暖などがあってZ, ､郵尭線路LILしてji･)矛できろ碑場

が欲しし､の7･すdこの争乱ゴ矧こ狽身食費から切実に出され7

し■ま1.今切働7･L堆LL､問題7すが.皆さん碑虎や才を

劫酋E)し.明るし､方向Eこ進ん7･し･さ7-_L､tL芭っ7LL舌五

それては.次に今後併哩ノLLの諮動方針に入ります

矛･計画してし-ろのは8月の交流会を｢晩:b呼び机1よ

うと思ってし､ます.産着同I志の交虎が.巳頃の生話や席如犬

●　さかプラスを与え7し､ろことは.私産が易をtJつて体験してし､

る孝7･･1.これを金員蜘方々(=む知ってt,らし､たし､とし､う

こと71.今風よ'7スコ三ガビを通じて広く呼びかす.そこから

発虜して.入硬してLlる方や.姉二出られIJLL方々o)財岡を.

畑)I)てIE,出来たらよし､としlう大きな希蜜を滑ってし､1す｡

以上が.磨/I lの淘布告と物計画7･す｡

-　　/5`



く晶虜地区)く榊

今年に入り. S.L.E.の入院患者が和し頑て16鬼､そして現在

L頼名となりました.そ0)坪て感じたのは.みんな碑気をもち

TJ.Lがら.才r二.%とさJtfみ､し･JうL,tニytからどうやって生-,漬して

行くか･ ･ ･.とし､う辛が一番気になるところのようでLT二･

婦に.励ヒ病蹄二人綻してし､た中1のTちJPんと中2の口君

の2人は病射てついての不者､怒れなどLSL叱んと粛じら外

す〔齢が乱.とし､う孝b勃乞ってし､るの7しょうが)常L=朗日　●

の孝が,C配なり7寸.早く承くTJIJ, 7. -日t'厚く家に帰L) I

願へ行き7-LL､の7L乳今ま7･頻.7きた適を/80#変えよう

とせせ.今さて遜り虜置く･.に進ZJうtlしてし､ろ遷裸に健全な

嫡神を承じまLTこ.

中突麻酔こ入院してLlる3人Lまとても房Ll^圃解体%作って

し.て.私なピーがたま-に行ってb蕗に花が咲き･ケタケクと穿

ってはかり7･す.入線中のT･ Kさんの秀17'84恒より･ Eさんと

Kさんが舟亘壕風-JJってくれたはかLJ7･. Eさんl叱てる頑●

かし､. /pTを言われてt)二コニコ笑ってLtる.男の子はカ＼L)3人

のお母さんてすKさんむお3-5んがl人し､らして.夕顔

を塀わ4たら右【て出る者がLl机lとが･･ I ｡釆卑C7)新年灸にけ

是非磯露してはLL､と思ってし､言す･

合体を通して感じたの(i.以前ま71の難病とし､う賭しt/メ一

I)が居着白身の中から.虜73-(凍えられてし･ろとし､う鼻て11｡
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●

不安o)中7.日身の可能′性とし､うbのを失し､そこ7どう矛なく

生かして行く....病気を麿化ぐ-tffJ:し肇揮[二､二んTJ..生き方

を私bL7'-_Llと.撃1たし.すばらしし､ナ､ヒ1)思しLました.辛

して新年会だL17はTJI∠ ､晶館把直の集まりを何回か乙ち7'こし､

ヒt)考えてし､ます.

く北見姫区〉r卵/下旬

咋勤ま. 3月≠E7の新年食く?易出席). E2F7?日の/忘年会

〈 8名出席〉だLlて･.あとLま9月の難病連の集まり7三け71した｡

時々3～隼人7･集まってあ威lJをする<らし､そ. )鼻や妙､が

/入成してし･るようも鳩7･したから.毎週のように癖陳へお見

審し､に行ってし､るうL二終っ7-mlLIです.

その夜省もあって.今年LJ3～L/ケノ引てl虜は集盲ろづとし､

うことで･. 1回軌Jヶ月SE7.喫茶粛78鬼が集まり.末成り

と新山さんの思し.出蕗に花を威かせずし7-_.

●　2回軌相月30E).学習虜切子足下今野先生上溝爾LLして.ド

s.L.E.C虜確知新｣ 7･お話してし､7-1-:く孝(-JdIっておJJ31.

77舶年Li I 51とl ～ 2軌ま学習会を瑚頁して･さるのぞLJ/rL､

がと思っておLJ召す｡



く釧路地区〉一一海二島_二飴

釧批正部会が発足して.ちょろど一年となり召した｡この

軌友舶鳳こ弛凍たれ､う孝を一人7･afp<のオE'知

って欲しLLと廟し､.活動をして参りまし7--

願稀o)人がし＼為と聞くと｣蔓が耳lてむ交流が持てれfと

思し､.冴ねてみたり､又.延に私を蕃ねてさて下さる方むし､た

りして. ,ルイつイ潤が増えて参JJまし7,-･

例会と言っても.お摩蹄bのぞすが･ 3々月L'-#　●

位の劃7･仰J-集まE) ､美味しそろ僻府をm L,て決

め_そこて磯変の机､お産りれながら食草をして痢網を過ご

五t,LLう〆たあそ続けました｡今7(i.気の合うグ)レーフ苛

む出来てし･るよう7.とてb壊し､｢友人.関係とろ､っているよ

う?･甘｡

金力発足にカを尽して下さった牌さんが.御主人の一転

勤て勅園廟されたの7. ,れ`劫＼り気落ち気疎てILたが･

廟僻の地TZ-この金を大扮頒ててLlきれ､と殖えており31･ ●

今年LSQ･l釦樅に牌んを去招さして.麻布病,&者と

しての日馳頴のあり方埠をtPILiに.勉強の場を陣Jl73fたし､

と封適してよります.
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〈帯広地区汝昇一⑳
･59年3月　　r金時｣にて合食.中細をEZlみ.斉しし､番

に花が硬く.廼痴なんか硬さ崩L7･し召し､.チ

あ明日からまた蕨簸ろ才*とお席古元気づ杯.

'59年5月　　rさわらび'J(こて食食.清野さんの物倉を

兼ねての食倉.帯広受動二と,,て/Li軌,､味方が

出来7-_とし､う感じて嬉しくfJ:る｡

これがらむ美味しし､物を見っけ.賓しい会合を

斉っことをノ紳東してEIJytたの7すが-･.雀､<

私の変ら1よさでその腺プIt/リ｡第1こすりTcLtがら

ち今日盲で凍てしまし､写し7こ.

耳吋あーしながら59年度の活動は二147111 17 L Tこ.

60為賓諸動予定

6月L/E]　ノ合食

孝の彼につし､てLJ･･･

合県が集まilる夢を考えると.イ土葬を滑っている人､ jZ

そG9時の欄考､なかなか予定をたてられなt lのが凍承･FL

す.跡醇としては.雛3ケ月L･J勝食各を持ち生

活C)息放きの虜として､ヌこの倉を利用しあって､少しで

t'横越ガ生活が送れるような71吉敷を得てればと.電J,てし､ま

寸.



･･･-.･-･･勝原病に知する滑神在来･･--

勤医脇枇促丘珠痢党内粍科長
中井杏糸己　先生

今､日は壕さんに. SL ELIJiLl柵症状L二つ㌧Lてお斉

しし7こし､と思し､ます｡
3i･ 7b~

s L Eの虜合は.と･の威寡が摩筈されろかど,A lてタイ74jbヾ

分塊＼れていま乳例えば簡麻が落V方Lま腎症型.柵

粥が5,材を申脚搾型･ ･成.血管が圭( -滴暮される方

杏/じ僻聯緒型tJ:どと呼んでし､すす.

その中7.む矧二.腎症と碗神郷車審LiLSLEにヒ1て.予

後を判定する上7度蚤tJ間亀-7･す.

文献によりますと.嫡稗掛発娩頻夜は筋20%位･

動､人7･boo/と帝著されてしばれ一姫鰍二は瑠柵歪水と神経

症医を弓毒して間軌こされてし,るれTZtす｡ネ醒水とは例

え闇滋卒中Z/と瑚品血管障害.てんかん･髄膜炎(脳と輝lく

炎症堪きて.教.頭軒薦鈍磨客など僻を伴う) 71'tLLを

示します.成り立ちからし､くと.鹿町佃煮ともSLEそのも

chからくると考えられてLtます｡

SLEヒし､う病丸ま自己抗体とし､1て､毎分切身体励て

対して本和乍らなくてもよい肪終引乍-てしまし､･白倉のめ

i:抗体が締令して免疾裸倉終れ､うものを作E).それが朝敵こ

沈着すれよ常在L ,Jfり甥枢神経Lて沈着すれ軸枢神経摩客が
-　20　-



養ヱI).血管に沈着司れよ血管炎を起こすとし､う成り立ちガ凍

えられてし､るれ丁7･1. 7･寸から基本給巨は.免疫秘潔中

経系Jて演者することによって色々が顔中･僻起こすと

虜えらかます｡

ところが.私蓬が居着さんを診てして卿に居ったことがし､

くつ4)＼あLJ.それが卵のテーマLてなった頼1て･甘.

つまり.ある蹄突然磨耗俸客が起さたり､てんかん秀作が起

●　さT二日すみ様㈱朋L/<､雛粋(傭廃水招魂患

者さんを診てし､った蹄二.化すLi'病気と平行しなし､ような定

めて現われて<ろことがあります｡そしてその存疫が現われる

時ヒし､うのは,病気がヲ酵Lて悪く7:/った日和二親われてくること

がありすす病気が厚くなった碑に現われるとし.うことは.簡

単に考えれ=".病気o)ひt,つの産材ヒしてみるhLナ7すが､本

当にそれTL:けなtO)がとし､う卿がわきます

病気が偉く坤ば.当欄神殆7:/ショックを受けT･J).落ち

●　灸ん由J瀬LL碩熊に恥Jます.そうし､うことの友応とし7.

棉神由夫が出て<ろの7- Lユる､し､かどし､う問題を婦っT,j叫711.

滴彬忘桓T.承矧てSL Eとし､う病気が中柵二影響して

現われて<るT三LlだC7)か､それとむ別の要臥っまり一人の人

間が病気の屠化( -Jって社会的･審庭的生活㈱困薄にな

ることによる原応として出てさてし､ろ可絡軌ま7Jこし､C)T三ろうが.

とし､うことに主に焦まを券てて考えてみ1し7-_.
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鬼o所のSL Eて･､明らがL僻症状を呈した患者さんを調

べると同時に.そういう身丈を全く席験したことのなし漂着さ

んが､榊ウfd:不安･ /Litjf鰍二潰弘した棟の蹄がなかったが

どうかを(夜の合に瀦カをお顔し､して)アンケートをとって3f-

まし7二｡ //0数名のSL Eとはっきり諮断された薄着さんにア

ンケートo)顔杏を依頼し.その鷹果紳/00品の解答郵返ってさ

まLT二｡

この7 -/ケートを薦蒸して_壕さんと-,#L-考えてdJ--し､ヒ

思し.ます.そしてこれt頭韻転ヾ出てLlろれ†子はTJ:し､0)で.威

巨皆さん方から教えてLI7-I-i.きたし､と,写し･ます｡己′し. ILl理行

な妖て-し､ろし､ろ正絹神御世る=とが明ら751 -JdThtf.

それを予防する方請がし､ろし､ろとあるの71 Lまぶし､かとし､うこと

7･す｡

書[-u私建直席鄭緒と患者さんの側のし､ろLtろな人間卿洛

あるし欄柳を薦粛こかして.薦者さん同志が頼神的な動

諸xPIC理的Z虜藤を和らげろ方法があれとl､こ0)ような樟神わ　●

な癌水郷起こら机､マ･勅･697･はなし､7-:ろうが･という虜えオ

て･ノ今回アンケートの諦黍をして.ひとつの中間物な報告をLた

し､と/思し､ます｡

-7L寸から.これをあまり固定自県とらえすぎて不安なオ和こ

考える07了は,JIく.腐康を人も病気仁なった晴(-J両々柏原

rLLがあるれ十て･領＼ふ.楓てこのような/傍注の宿気で.しかも
22



若し､女権がなろとしLう大変碩勅中7･ ･側面弼7ブローチ

をして･ /凡7懐こらせ机､よう物ことb合的て秀

えてし､さたし､と,tPtiL､ます｡

これJ純粋L卿

がttj7'-3イブ7･す｡全部

て･Il例ありまし7二. 1人

●　0人弼症状b重荷してし､

ることf)みノ.実際にLJ

g見てす｡

実は.鬼が勤医梯71診

てし､為SL Eの居着さん

L御名71.ちょうどIO

o/の人L職やたこ

とになり音1.そして全汐) ,

● ^院してし､ます･と･んfIタイプが情神症疎がくるかとuL､ます

と･勧餓離群と再のは何痛31･れるZ;<急凱喬鞘等

カ＼起こるt)の7す｡

一番軌､のは･せん看てす･これ脚頚間.自細し

てし､るかわからな<右､()､周囲の人J二と,了は異常柵れ

て現われることがあります｡年<ほ不安な粟鮎喰(zJlノ､し､

ろし､ろな砲加工いてあたり･夜間歩さ廻ったりします｡そし
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てTR<tflT,_離lま.そ-のことを餌ろ気-ふ,-A噴え

てし､紳ん∴の虜餌･席卿和泉<な,てし､餌譲亘

で数日臥豪し､人7､む軸断はとんと孜暮します｡芳摩れ

てしまステロイドを%く採用して･ SLE碩矩%,fJ/軌二次離

せ批症1両消失します･ ･7･寸から･これは間違し､なくS LE

からく窃櫛神帝大でta'ろうと,思わ拍動

衣(て-これが1番解題にLてし､ろところ7114線型払､うの

ti.そう横麻っit)よく媒っT,J)･何がをLてし･られす.し､ろ

し､ろ厨子動をと,T-JJ.興奮LT-J)･府民相か→たりすみこ

とが起こります｡そ適tLて･うっ棉ヒL掬うっ気倉っ苦

り何もすることがし､剰-Jdl) ･御鋲む食べたく7/くなり､何て

も興味を赤さ机､確71.虜針Jって朗のを一切疎らガ<

なることむあります｡

MDIとし､うのが両方くるタイプ7･･断つ型れ.う切がう

っ堪澱か7t ･凍型ヒし､うのが助焼7-It伊くるむのでLJg･

もうひヒ1L的彫師遡行現象て･､これ胡賭L'#と計

押し､粥が.一声軌,Jlたり軌巳虜lてしまうような宰経で

周囲L-JlLて帝防勝て･･自分の者給のし､し､動じだLlは示し･そ

れ朕クト僻鱗規則xP日常生,Sl功現別は無視し周■Cを

赤さなし､タイプてす.

二伸､裾,命裂症とし､う病型が釦ます｡これらの癖型げ

恒産抑乙のて･(1,;く･合併ba)I)ま1･例えば港性蘭綿群
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が起こった人で.抑うつ理由一緒にきた湯船ビいろし､ろあE)

まして､ 8人の方Lて/ /Qy頑襖が現われてLlます｡

●

そこで.そうし､うタイ

プが済気のとの段障子く

るのかとし､うこと7･すが.

s L Eの賂症年齢は/5才

カ＼ら47才昔7.71.平均と

して26.2才て･L7二.そyt

功帯衝動犬が発現し7-tの

LJそれから鮒3年位経ワ

てカ＼ら7･. 22才から∫/才

の牌宥7L､これもあまり決

まイモ傾向Lまありません

て･し7二｡

s L E魔症から桶と揮‡琳溌現昔7･の駒間が. (ヶ月から9年

ま7て･平均して紳3阜4Fr月71.特定の府期Lて解しやすいと

し､う頗向LSありませんそしT--･一般的E-JJ l年以内が弊Ltと言

われてし､音したが. I灯す､しむそうJZ･ほろ､し､よう7･す｡

㈱東棟す竜神軌二つしてで√すが.帝汐すると如きヶ

郎･耳が:触し､才子′争脚苗症候群o)よう7TdTタイプL壬新2週

間71傾くなりますが.退行現象が現われてし､る人LS l年経って

-　25　-



乙また施してLtます｡ 7ごいれ､Li (年以矧て潜まL/ます

S L E i 'dtL相棒噺Lま癌5fI柵帝病と吉ウて, /pT,D＼の病気

があって･その病気のひとJlの症医ヒLて現tlllてく為るので

寸｡考して三の場合.ほとんど新砂克勤瑞癒します.ここ

が北の兵権o)頼神病とは建うところ7.予熱頭し､ヒ言hれて

し､ます｡

この頒才物砂溌現とSLEの活動性の関係とし､うところてILJ.

食倒がSLEの塵期に一食してし､ます.これもまた才物71 ●

S L Eの症状が落ち着し.てLLる人には現われてきませんと言

う= tJから.御大がSLEc病気そのむのが原因そある孝

は聞達LLbりません｡

己うひとつ銅価から言えば. sLEが厚くな1 7<ろとし､

うことLJ.ステロイドの増尊や再人醍とし､うような.ある香味

て･はその人にとって棉神勅こ動感する晴耕と一致しているとい

うことも務癒しなけれよか)言せん｡ステロイドをタ賭しT-JJ.

ステロイドを初めて翻れた碑ヒの閑孫7tほ.ステロイドの増　●

膚や間蛤と-許してし､た巧が7例71.関係なかった0)が2例7･

L7-"

以上が.御状につし､ての説明7寸.

;欠に.実f熟渦中症状が明らか刊まZtL､が.頼神軌こ不安,JT

ポ館乞絶験した孝があ,たがtl'ぅが乞押べてみまし7:I.

明らがに庭師から榊褒状と言われたことが7]fL､か.瀬コう
-　26　-



つ気餌場新聞続し.たことがあると答えた方が5帆､ました｡

猷･そケ耽細長柵統し､たヱとが読るかi930･/.修得

が変わったと才昌摘"T二ことがある-I40/･.不賦欄間椀

し､たことがある方は働<7540/0.そして生さてし.ることが

晴々し､xPHj/ることがある∠し､う方が36.80/.7･した｡

このアンケ-トの中7㌧抑うっ気分が長所間軌､たことがあ

●ろと答えた方が輔こ軌､ことに驚された･この殻は.そ
入､う次発の車を直靴凱てLLるがどうかはわかりませ加､二

黙ってし､る方が卑し､ヒ/SL､ます･席酔匝斉耽･とが.席神

科を紛すること-､がみてして.長期間頗Llたことがあると

いう人が羊如し､るとし､うことLJ･これ,ら非軌て開陳だと,守

し､ます｡

ステロイドホJLモン郎櫛柵な動揺をさたし易し､とし､うこと
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Liご存知だと,Qu.し､弱が. %< ｢蝶番して不眠輝L 'J+tること

がLLl..Lil.1です｡ステロイドを倣んT-:舟封ま増音-i LT-一郎

そうし､棚発L-JflT,-ニt･が卵と答えたか1470/･ ･ステロイ

ド鰍ノ7,ID%( -jう峡紗が卸珊統し､たと答えr-一方銅欣

ステロイドを膚草し碩t-JJんら仰形7度妙也たとし､うガ

が令計して7goA 7lLTこ｡

このことから.ステロイド【ま-i-な動揺をされ易

し､.ひとつ碩熊を作りやすし､ことが加＼`Jます･ T-J-:これが`

脚線し､て.新値鋸錦を必要とするところまで.し､<と･

非軌-J好くなります･

皆さん方乙よく/@してLtろことT-It,,@dLlます姉御賭

した舟/ ～2週とし､う剛ま房水が出てますが･傑んJE'し､為と

元成ってくるとし､適如現佃方が軌､ようです･確と

しては.(()ど(4)の抑うつ軌かと不眠0,両方を答えたねWO o/･そ･

赫うっ紛L-Jって不眠粥臣ころtL､うのは

れろわl作1.

うっ医艶として秀えら

I. SLtL,Q)剛七が息く,不安である

2　現在柄状は汚書いているが･再輔が不安

3.治鎌が適切かどうか不安

4.轟の副作用について不安

5,耽Bについてtfa均)の悩みITt安

6.嶋掛こついての不安.悩み

7.家転生福についての悩み

8.撞済的に困っている

9.将来(老後も含tT)のニ>_で不安

2g

11名目1. 5%)

71名(74. 7%)

23名(24. 27｡)

61名(64. 290)

15名(15. 8%)

13名目3. 8%)

22名(23. 2%)

8名( 8, 40,0)

7O名(73. 700)



;KE,i ､腐さん方がン今｢番不安E-滑ってし､ろこと.戒みにつし､

て9頑軌て飢1て質問し. 3頑E7を凄ん7むらLLました.

一勧かっT-Pが.現在病吠LS落ち着Llてし､為が再燃が不安

ヒいうのと､老後めた将来に対する不安7.関数o/07した｡

s L Eの癖医が今果し､とし､う八は蕎和て夕方く7.カうどりの方

がうま<コ-/トローノL,されてLlることがわカ＼りました.

あとLま.巌聯七カ灘昏とれ家庭生魚腰諌行/a:ことなどが

●　ぁりすすが.それIビ勿<けbEノません7Lr-u郎り病気そ

のものに対する柵＼碓<.それと合わせて将来のことに対す

る不安が物､'7こよう71す｡

これを御七g･Jに見7-,もの

71す.

症痴a:落ち着し､てい為が

再燃が不安とし､うのは若し､

人ほと7yL､hL17､齢をと

●　るに従って病気そのものに

鮒る不安が/粗く7dr 1て

し､ます.

次に言醜勅がとう

が不孝とLlうのほ薦升L-JP

Tdrかヮ7-_よう子す｡

貸間4の私副作風二つLLての不安は全形69[-JPL､の7･すが.
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狩に斑イto)方が勧＼ったて宜

就帝王っし､てLJ.カ刺的

( :若し1人Eこ脅かった71す.

鹿疎LZJLすれfTJ:ら7/し､時

矧二あって.就噺て･さなし､

不安があるよう7す

席鰭につしてしま.アンケ

-トに鼻緒､肋riEIJを

つLIZJカ＼ったの71まっさL)

しませんが.新婚生活Lてつ

し､ての芥妾71はなく. /&密

tti来ろがどうかとし､うこと

g tF I I I
同　　L7l rq　　　向　　関

与　　　6　　　　7　　　　fl q

弓JZ■L=ついて不軍　t;A

IJ　載せについて不育. tZA

7　′卓噂Jt砧でのt言h

tl　は所的L=Egっている

11村*(tft)のことで不等

ち.とらえたJlもリマ･す｡励まL)20折の如く1400/07･勧＼った711.

家庭生活の植あは30liの方L -Jpかったようてす経柵に囲

･'てし､毒牙Lま青銅こ′]/7J.1くて. 3つの虜日には人らなかっT-i

う7･耳.

間軌ま碑射て棚方安7･すが.齢をとろに従って高<7dLtつ

てし､ます.柵て40代7･LS9占･/. 7 ､ 1人の才を除いて合葬が将

来にJlL､て不着をもってし､ます. fo代71乙80Q/.7.凧才り齢を

とってLlけば行くほど.老後を含めT-J*#(二村する不安が大き

くなってLLます.これヨ病気のオ7･なくてZ,､鰍･む=

うし､う傾向が出るた:ろづと思し､ます｡

30
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以上がアンケートの粛杏内容71した｡ 71'ケ-卜そのむのが

不備で.それ以上のことが断る内容で.LSLJかったのぞ.そう

し､う蕎味7･ほこれ程有のこt Lがお話して･きません7 Lた.

7-JiL･如明野物食括て･さるとこ--め(tLノ榊症状

L洞し周原病7乙･碍贋症や鋸や･それ場外fて朝生Eこ和彦

鮎比^tても. SLElこれ､ことが鯛如7･す.

勿執ステロイドの馨が脅し､ことb特徴下す｡袖T対物

●　かマとし､うこと7･･細身が考え7調べT-_欄下は舶像

が秀抜と釦)とし､う経絡を中間的lo捕ってLlます｡

ひとつは間遺し､なく病気欄願力葡者をきたL易し虜気

て･ある=と7す｡むうひとつはステロイドが4ういう作用を

斉ってし､るとし､うことも亭笑7･,す.

さら[/i.ヱ机強訴しなし勅れtLlなし､こと7-i.とlQu.うのぞす

が､病気を符っT{ひとりの老し､人間が.長所酌て頒LJ増ISと愛

解も繰り適すこと(こより･それがきっかけと,/EJ棉野路動揺

●　をさたします凍掛SL E嫡軽妙慣現してし甘LLと,e､

ってし･る･Gc者さん7･t'･実はEl野生渚下瀬巧っ気飢な,たり.

そう収気触れたり･不安な堰熊をむってし･ることがアンケ

ートからよ<わかりました.

そこて本渡･_清廉勧･Jb､ら考え机仰ばLtLlないことLJ.足

如んの/Lt男飴なことをきち-ととらえ73,･く三と.つ糾痛

神L.理物ブローチが地学だということを認赦し苦し7<｡
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又.その人の碑,てい為枠組渚や家庭生活摘みrrども･

卿に知っておくことが必要T-l･ヒ思しlま軌病気や入酪:村

する不老を.日原からきち1とした知鼓をt,つことでZJ<する

こと好.打紐涛上摘みをし､れlろ研'/,7腐決してし､<ニヒ

7.こうし､う由夫の一部が起こらなくても勅､ようにでさ為と

乾し､ま有それ蛾々7-:けがて･さるGntLgな<､酎ん方の圃

囲xp家庭の中などて･.袖を勢子してL3LL､と,@uL､ます･悪<

なる動こ.斉期に菓粧してし､く必要があると思LLます.

乙うひとつtS.実際膏解堪巨財廿7.卿先生と一

癖になって診療LZ/LTれよから机偲者さんの場食滞神的な

寮によって見る見る良くt/EJます･そうし､う且て鬼達が及省し

なLlれゴULl机､ことLま･もっと早く卑し､うちに案をイ更っ[-J)･

裾郷9ZIコンサブレタソトをすろことによってL J@<なって入線

し7iくて済む悪者さんが緯楓lるとしtうこと7･寸｡

柿餅斗とし､うの【ま･瀦さん方7･lIく日和風習L,Jって･清

春科聞くこと-気達し､叔し＼-松-君者を与える畑●

とし､う図式が社会の中で作られてしまってLLます4

しかし現実t-Jま.うっ東経とか､今の社会のポ泥に掘出釆

7:JL､舶東研みたいな苅ま.決して青少年だけ7･Zi:< t平

月婚Lこ増えてし､ます.それて付して看,b'it措置がとられてし､る

かt_LLうと.そう7･･はみJません･内科医は軒甲佐の7L.出

来る取tJそう､L凋盾さんLl診たくなし､ L,･柿聯斗てLld韓症tJ:
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ので専門的菊麻Lilg賓zJL､.とし､う/3､うに虜界横磯IE :し･るの71.

有効Td'岩麻は秘｢TJtiO頂けられてし､7=J:し､のか親水下す.

ですから井蘇併斗7-ILlて･なく.内科医がそうし､う素養をもって

し､くことの/妊摩椎と同蹄こ.御斗を受診することは決してf,､

かしなこと7.はなし､とし､う虜え才をもっておくこと下す｡そう

しなし､と.本軌二悪くTd-tつてから席締科医の門を印し､了も遷す

ざるとし､うことも5)るhL十7･す.ですから早朝に軽し壕足軌を

●　飲むTilL†7度妙と抽輯れ､袖酔.ちょっと案の軌)

を借りて.今の自㈱籍をコントローノL,してし.<としlう

薄味そ.早期にJ更うことに抵抗を示さなし､方がよし､と思しlます｡

今回の取り組みの中7.三時徴絶方策吉男が現われて.私産と

してこれから冶蘇する上7教えられる面が抄カ＼っTこように思し､

ます｡ニ0)府尿を見て.是非沓さんの蕎兄ヰ癖類b蘭ヵ､せてし､

7-J-:きたいと思し､ます｡

●
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〈中井先生の5,.寅の比になったアンケート〉

年令　　才_性別｢男､女.･犠裳‥

1. SLE以外の合併症がありますか(たとえは高血臥肝炎)
1 1は.LiJ蒜チどんな病気ですか'　,

2｡ SLEの症状が初めて出現したのはいつですか
昭和　年(　　才)

ぅ｡今まで出現した事のある症状に該当する項目に〇･初発症状に◎
をつけて下さい
(日発熱
(2)閏挿痛､関節炎

(‖　レイノー現象

(4)脱毛

(ち) tjた清塙

(い　日光過敏症

( ) (7)

( )　くけ)

( ) (tJ)

( ) (lり)

( )　日日

( )　日2)

ケイレン

心包炎ー心腹炎
陶膜炎.腹膜炎
タンパク楳(腎炎)

貧血
血小板減少症

4｡ SLEと診断を受けたのはいつですか
昭和　　年(　ナ)

sLEの症状の一つとして椅神･神経症状が出現する事は良く知られて
いる所ですり又ステロイドの劇作剛こも同棲の症状があり･これらは必ずしも
明確に区別できか､事があります｡以下の症状につき設問にお答え下さい】

はいと琵芋蓋蓋三富去買主を書芸三言…至芸三㌧たことがありますか.( ;

'"軸も芸't･裏芸認諾会誌書き志望器針目
'4'軸も髭書芸宗旨髭f<:Pkh農芸芸芸矯詰?日

(～)家族の人から異常な行動や､性格がガラりと変ったなどの
指摘を受けたことがありますか｡

川)不眠がながくつづいたことがありますかく
(7)生きていることがいやになる事がときどきありますか一

はい,の方､それはどんな時ですか(
(8)今まで医師から｢SLEからくる椅神症状ですJと診断

された事がありますか.
(｡)ステロイドホ/レモンを増量した時･興奮しやすくなったり

不可削こなる事がありますか,
(ll))ステロイドホルモンを服用しはじめた時や､増量した時

(4)の様な気分になった事がありますか｡
(ll)SLEが発症する前に精神科を受診したり､治唐したり

したことがありますか｡

)
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現在あなたが悩んでいたり､不軍に思っている事を以下の項目より
うつ選んで下さい

り) SLEの病状が悪く一.それが不安である

(21現在病状は藷着いているが.再燃が不買である

(i)冶蝶が適tlJかど:'か不看てある

日J秦の副作剛こついての不耳､ 7Li･やみがある

(ち)就掛こついて(職喝について)の悩みがある

(bJ結婚についての不安､悩みがある

(77 '菜唾生講についての悩みがある

川)経済的に凶1ていろ

(-り将来のこと(老緒も含む)で不安がある

●　#･このアンケートは.SLEで勤医碗勧紛してし･ろ人と､

茨の鹸象の方にお解し､しました｡



中萌先生のお蕗のあと.触感照b含め7二言ンスか, I/

ヨンに入り言LT-_.

't櫛申鍬.､と言うと.何かしら嬉しlイ〆- I)がつき舌とうむ

の7すが.今回ヱChテーマを取ノ上げる言て･の鹿追につし､てお

おし召す.

去年の粧.北見帝硝師漣磯談金が網ヵれ脚¢慮

者さんが6人ほと集か)苦し7-Jその中7.てんカ＼んG)症医

が7･7清輝科を索珍したことのあろ人.現在bカかってL lろ人

がし､7.病吠l -Pえて.嫡神科牽軌こ対する疋廟9負勧閣産

に右､り召した.

北見にお任か-7･.助産針んの葡鮎碑ってし.為煉ん

からま達観乱､たたき.秀の金子ぜひこの間産を聯り上げ.7欲

しし.とし､う膚掌が訴LJまし7-u

ニこて･.加藤さんの手J軌を締介しすす. (37ペ- :}参照)

その後7･､耗病建o)王壁掛LJ. 5人の援兵の間でこの

寺鰍二つし､て虜剣L適し令いれT,"卿止げるこtLよ脚が

そe)碑それ有れの金員がとう受けとめろかが.とてもこれ､と

し､うo)が5-^の-敢し711_素見てし7-b･

嫡神坪を愛珍すろことは恥ずかし<7:tL､こt･7-:･と介ってし､

てt,イir白倉東通ろ立場J-jJった蹄にそう割り佃かるものが

t･うかむ間藤になり3 Lた.その癖の6人の話し合Llの裾線1
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嫡神軌こ行く前に､内科ぞ･よくチェ"'フして欲しし.とし､うこと

て.した.

ちょろtLその頃.タイ三-/グcf<中井先生o)方かELアンケ一

周ぎ直をやりたし､としlうお蕗があり.友の倉としても書ん71碗

刀したわけてす｡

β＼日ここにお集まりの会葬の皆さんむ.婿神症医と書でESL､

ガ甘くてむ腐原宿にかかったことL-Jって.それらしさbの

●　を虎験さ押こと思しすすし.これからも起こることが者えられ

ます｡ l36着だからなろのか.それとも現代'o)ような嘘稚嫡t

tこ着hしてし､るからも､るのか.難しし＼とこ777･すが.

中#先生としてb.友の会としてむ.榊東が文LJ上げも

ことLま勇気のいる試み7す7すがら.塔さん｢くひとり仇辛

直な二滴兄･ニ感照を開かせてし､7'-J,ltさたし､ヒ思し､ます｡

今回G)テーマo)さ1かけと7:/った.次嫁さんC)手紙

●

昨年9月7臥_耗帝産の比見地/Liの密談金が行なわれ勿く

の方々の出席が5)りました.

煩い瞬間の呼で.各自の脳みゆ肺病o)孝の発表が折りまし

杏.その顔の悪鬼交孫の碕こ.患者の家族の方から.頗神神経

科に通う風鋼岬かしい矛7･ほTJ< ､象し唱を麻す%夢はなし､.

- J7-



落着は少し鳥屈L,i/っているので(ゴ/a:し､がとの蕎兜がありまし

杏.ですが.実動側線科L適駄文Lま人晩するという才

L漕手考のエその典籍は大きく. ｢雇人険し71-頚のあるんま何年

経1ても唾(a)しカ､か･,ており.出芽ろ孝TJら/忘れたし＼-人に

知らi^たくTJ:し､ ､とし､う気符を誰く椅仰L婚然と.@ctわれすす

柵二周原稀そし:味婚のせ雌も勿〈 ､通う孝が苦痛とし､う声は

節さます｡それが讃席上. /坊のなし､孝と無理にも紗を納得

チ,tfてし､為o)か本当と乾し､ますノ確かに町狗＼L L､矛7･Lまなし＼

そしようが､そう割り怖れるむの了は机､よ､律,e･Llます･そ

のような声を牌<射て､内科下フォロー出動ばと思うの7吋.

Q .･アンケートを書し･た暗ヵ､ら考えてLJ:ことです.好

演当てLままる所にマルをっLlたの7･すが.これてマJレ

をっけ7-J7,tS･周布帝れ.う病気になっ7こかF,ころL腎●

うo)が､甘ごく凝固7･した.てむとりあえず.自如ヾ

思,,ていることだかわマJレをつし1たの7･す.先生劾ま

鰍ク極ま者さんむ診てし､て､腸席丙患者のん&.

こう7-:とし､うような増徴みたし､屯､むOほ3+うLlられる

の7LJうが_.

C桝先生:苑経るよ話したよ引ニー果際にこんな帯い膚が7･る
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●

とLa思ってし､ません7し7--_.とし､う飢J. (まとんと･日

常称呼ではそうし､う戒dfを軌､てし､Td､かったから

7.旬.

たとえLSl.ダなL Jjq7ろ1気創-A/ってし､たり.不賊

とし.う方は梅構し､ますが.延l琢糾天気倉( -i/ったりと

し､う/じ理的TJJ射ヒをはとんと漂解してし､TcLTb､っ7･-_.と

しlうのガ率直/f紳･す｡

イ伽病気の患者さんて1.そうし､ろことを壬訴て･解

す為,SuL名さんbL､るれナて･.顔姉ごとにこ44が脅し､か

少なし､かとし･うことは考えられなし､hI十です.

T-1-1㌦二の,*課l物先生ヒ一緒Jこ虜新しまL

T二｡諸岡の?っの中t-JSいろし､ろな香味があるれナ7･

す｡それま出釆祁覆り.皆さんLて翫1IL:をLtたかゼTr

L､下.率直にマ/レを1けてし､7-1-:さたし､とし､う蕎回が

あっT二から1･す.

それをうまく鹿合わJtt号と､カツ㌻り本卿の.抑うっ東

経があるとし､うことが解りまし7-_∴約3の敗/?-,4ント

の^L-'､この3っが揃えばます聞達し17J:し､だろうとし､

うのか才)りまし7こ｡

下市かh.そうし､う秀峰から市布と.薯魂の一顧的

7:f高血声とカ＼麻薪7-:ど.刺がだL I,31.ん上ネ皆さん

方と同じ.和七の病気とし､うのはあまりZJLかけて.雌の
-3? -



ものと比解は出来ません｡威かで-P尿としてES高し､と

電し､ます｡ただ.顧l滅々ポ牌んそし､なかったとし､

うことで､す.

伯JJ雛:大塔にLL為とr週軌二庚. ｢鰐o膚者さんも務ま

すが/0-20人位7･/粗く.周席病の患者さんと雅の南

気の居着さんと7･E翻る准.他の病気の患者さんCl

方がみく机､の7何とも言えません.

7-1-1'中井先生と同じようL二.たとえは肝炎緩着さ

んとが,極性の長くノ続く病気の患者さんに7-/ケート

をヒ173+ろと.病気(こよっ17凄う,i甥が出為かt'し

れ壬せん.

そ如-ら癌ヵ､むしれ,a:し､とし､う′3＼う(-i.席麻病と建

った遷味の不安を掃っ7し､るタイプの病気の人達とむ

違うかむしかずせん｡

そうし､うこと71此れてあると･周席痴愚かん　●

の微も梱dl為と,qu.し､ます.

命迄は〃きE牌解畔とが､神経産経として為帝が

粛啓1-:とし､う形7･机久遠の1磯を調べたす｣夕とい

うのは勿g)て見せてもらし､苦しγ-_.その脊帝二は､

一人一人q L ､ろいろ打家庭の疾況や舶略ク麻柊などが

あ帥L仰. ､あ初野敷ロった上て秀えなし､とtとうし､
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●

う′3､うにアプローチしてLLくが着席してし､くかけ決

まらTJLtL､と/eP.iL L､ます｡

E7倉の考えた再で･Plて. ,電着さん(胡･J柵あ

･た上で成31があって乙.それを一般的な満席をして

燦々にすれて.圃透った方向言繍-Jdrってしまうこ

とがあるの7. 1@者さんの全体像を知った上て発熱て

対処してし､<気稗が天草だと,腎LLすす.

貫け才的o)ところ(北大オ2匹瀕斗) 7､む:楠坤神経産

司林間執こな･,てし､ます｡特に薪気が重し､晴れ､うの

は中井先生oデータとb-#してし､為と思し､すす.

そうし､う蹄とし､うのは病気も蜜し.し.謁療する上で･

薬t'79し勅†下す.

ですから病気自体のせし､7GLtのが.プレドニッカ増え

たせし､なのが.プレドニ-/が適える前からイ和＼出てし､

和才プレドニ-/のせし､そなく.病気自体が閉係してし＼

為と言し､t7中ると思うo)て･すが.壱珍て､､るとプレドニ

A/を畑寸更ってから出て<奇人が脅し､cfう7､-5.

二の~l年の圃て･t'.柵先生に轟醸し､L T-J),

あるし.は転杵して讃醸してむらわな11れdpL､けなし､よ

う打細入が続出しまし7こ.

それ7勃々自身乙.着讃婦さんもきちんと考え机す

れ壬し､打机､廟E二あると思ってし､書一す｡
-4/ -



棉柳尤生とbSLEが席釘とが､プレドニンの

せし､7ごろうヒカ､意見が冷力弟.内相の内部てむ同じ

嫡( ,S免が如､れてし､ます.

解に重症tjI人にしぼ､て.御先生とづ緒に今

新.アプローチをしてみようと思ってLlます.

それと今回のようにそんな【てほ1きりしなLL^虜

(こび司願が窮みとし､うことで.そうし､う八達乙帯びtJ?

打て考えてし､カ､ぼけれd:･し､l仰し､と.雪･〔てし､ます.

それと入線J二戸艮ら甘.外凍71む出帝都釦/蕗を開し､

てあけ為頑固と鹿魔封乍ろことが必要丁三と感じてし､召

す.

朝死生:永遠o)ところのデータて･(路し､のて･勧ヾ.臓危とが

ネフローゼ75.1とのステロイドを7･-IL､たし､同費L-J更って

いるところて鯛へtた孝二夕があほすが､やfgLJ願

席のオ㈱し､とし､う腐界が77し､ます.　●

ですから.ステロイドホルモンだLlから下はなし､と

し＼う説明がそ空ろと,写し､ます｡やはLJ病気々のむ67)が

滴神産米を5Lさ超こすひとつの田子とな1てし､みこし

が煮えられると思し.言動

この病気とLま解体なく窮てし､てむ.うっ東熊とが_

そう次発の方は7-_<さんし､為れ十や.そういう大濠を

- 4･2-



斡てし､ろと. /IL/ゆすし､タイプとし､うのがあると/eL､

ます

そうし､う人凌cd帝変とカ湧虜.その人の雌恥ど

あらゆるファクターが祈係し･7し､ると思しl寺す,

今･言わytてし､ろことはステロイド(-J柵

は･今まで秀えらかてし1-J叱:LS/如し､とし､ろこと7t.

寸｡虎かに虐草することLこJL).一府鍬て症蜘て

<る虜倉が読ろよう71号姉それJ一定瞬間T-iつと,臍

れてしまいL虜和にな1たり.そのこと御.

策定することLま/!vYIL､よう子す.

凝L噸病患者に膨らす.崩神不安を訴える居着

さん銅線-Jy< ､物上壬全軌席稗神極印て回して

し､ましたが. t･てむや17し､けす勃々自身がうまく

･%者さんとコンクJ7卜をt_1たり_秦の席し､方を勉渡

して解凍してし切､瑞†由れ､L付くなってさてし､ます.

それ頭々のところだLT7･tJ:< ,し､ろLlろTJ=ところ

で′Li和科t,して本当の柵.ね､く.その中間

的な内科が最知の方麻をすべき7-:とし､う考え方です.

長谷).( ･l私僻病の金で寒帯葛を担当してし､才すが.弗姉

連の中で･L物体をや1ています｡

その中7r･舛兼の先生との摩し方で､自分了解に

-43　-



これ嫡･してし､し癌水とか藷さガ<てし､し藩医と草J

断し,fL､カが紅.それが重要が蔓草て､t/し､カⅥ単｣断

Lま､先生tて任せ噛壊し､出力盲してし＼ます｡わりと

濠､魔窟さんL-Jfろと､｢と･うですか｣と圃軸為と了

何とbなし､てす｣れ､う感じて谷吉葉み札､( -JJE)局

し､と思し増す.

itJH雛: 2週間ヒが4週間出席の受診7･勲が出7-JJ･す　●

ごく辛ヵ＼1 71J)と､巧ようガはっきりし7-&*vf<

て､何とカ､適えろ患者さんでもしり)LL 7'御0%喘る

わけて耳から. 2週間とカ､4週間のまとめ3+たし､なも

のを暮し､て府1て凍るようlこすると浸し､ヒ思し､ま五

K.T :中井先生のとこ7'(勤医事)のよう(二･し､1む同じ

先生T-ItlL､し､て吋が. H新党て､L柑- 6人の発生がし､

7.脅珍の身-先生が変れてし昔し､.前に話したこ

とをかこ磨り温さなLlれ1㌦､けなし＼のて∴弟が見えな

し､し.若し､先生T,:ときしても解.て乙らえるかとうが

考えてしまうので.鷹→てし､たことt'充創て斉さす掃

って凍てしまうこともあります.

偽収生･.先程の7-/ケートの解果にt)7てし1-1うLこ.今lま

希構牌がいし､糾二.延し･将来悪くなるのて･lまむしが
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とし､う気稗を薄く荷J7てし､る人が脅し､ようL-JaL､ま1.

突照.人醸してし17夜し､方向へ向LlてLLるにもカ切､

からす.週醍L7'-.ら恩<なるC)そばLJ:し､がと樽ん7泣

き出す人もし､る<らし､7､非#L御難が神足L-i

なってし､るよう71す｡

人間の不安とし､うの(まーGy7'凍みて･ほ,a:く､明日席

£甘t)しわなし､とし.うことのよう子す.そうし､うI貴子.

櫛を申してLむ和らげ為ような方法を見っけてし､ガガ

LlれよしLl/dTLLと思しLます.

T. K.'本E--t'者いてあるように.願藤樹.鞠と

増悪新教繰り透すとLLうことで.乗除に練L/透してき

てし､ろ人が脅し､と思し､ます

鬼功場合も卑し､オ7･寸と言われ7d:がらむ.刃究する

席に適う症涙が出てきて入院してLlろhLl一さすそう

Llう不安1ま当然だt,賢し､ます｡

長谷川.･東卵の虜の津着分とし､うのはすごく不安感かあった

れ17すひとりの人が居着合の集まり(て来た租こ.

餐し､人を児た蹄-tタイプが2/つL -t谷かかまし7こ.それ

は白倉t'ああLtうふうL'JJると思う人と､あq^(ま軽

し＼けど勤ま香し､.とし､う′3､うに落ち処む人で:61｡

舟dISt;者倉石/ojfを過ぎt7.々らし､うことLdfJ(〟
-　45-



ってさT-iう7.守.こうし､う抑きろようL'Jflた

とし､ろことは.劣療法が進歩して.長く生きられるよ

ラ( ,JJ: 1た証拠T-:渚し､ま乳

病気だ日を見つめてし､た生活がら,香,捷ヒして.人

間ヒして､人並3fOhh'みを覇てるよう( /JJ:ってきたこ

とを裏3ぐべき7=itヒ思し､盲五

今回はオL tf7の貌あとし＼うこと7..アンケート調香

を企画した先生のガマ･む.お〔がなどL/クりとし､う感

じが正直/a:ところだと思し､ます｡

-生付き食ってL Lかなけれま･ならなし病気7tすが.

7壬からこそ将来( /#1ろ諸々の不如大き<.それぞ

れ二置かれてし･る立虜Lはって.そ07中味がカガL/痩

ってきすす.

7 -/ケート掃罪の中7虜む解答の勧＼ったのがL現

在病水は落ち着し､てし､るが再燃が芥を(74･. 7 0/･ )､将

来(産後も含む)のことて･不を(73. 70/.) t,し､う廓･

寸｡ポ病の孝擦L ･d*斬らず.葦Li)将来への#.七

Lた不をJ弱者ってい盲可が.嘱原索を者の紳不安

を明晩譲すけるものが.素の副作風二つLt7の不安

てIb4･Y.とし･う高し･数字を斥しております

それま.とりむ7J:よさずステロイド動-Jる対癌療

法への不満彰物経ってし･ろと言えます｡三和＼L;a ｢
-　4占



s L E達者の嫡神.′じ卿.の研究Iこ､省さんの

=t碗カをよ願し.すること( -Jd･l/ますが.医師と澄み･

其巨歩ん子行くこと仁よって.希勤椅7癖芳

信つみ祈ってし､<ことを願ってみりす孔

榔柵領一-蔑粗

全国師友の金
光涛逓支部ノ会員毅　S.605,12現在

病名 ��Y�B�病気 ��Y�B�

全身性エリテマトーデス 汀#Ikﾂ�溶性関節りウマ+.月席笛炎 訂kﾂ�

強皮症 汀��褒忙工.Jテマ卜テズー密度症 梯�

皮庸筋炎 途�I,.皮膚筋炎 梯�

多発性筋炎 唐�I,.yr九癌候群 ��ﾂ�

Vエ-グレン庄境群 澱�辞皮症.度虜筋炎 ��ﾂ�

結節性動塀周囲炎 ��ﾂ�家孝 �2�

慢性関節リウマチ �2�芥朗 ��ﾂ�

合計⊥Z阜名+ (男9名, ☆/64名,家凍3&)
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伯igS_Lf?, 晶裂',:雷宗鷲岩誓宗一&'L.声

盛銚変通慶庵㊥飽
★ ･･し､ちはえばし､.をいっそ腐しみL二読ませてLl-I-IL､てあ､

EJ3:甘｡ありがとうござし.ます. 59年HF]に東柑産卿鮎り

顔適病酪動)まして.内科軌二LJある碍賓壊<かノ･血液

碑を.臓ヾほは正常とし､うことで･.お鯵揮7.4月8°Lて

l年和U)(-jB綻ば床まLた. (プレドニンしま/STmが匝用して

し､紙風､家事神勅と煉るようL-JJEJL逆匪嬉びを　●

かみLd)てし､ます.
九曜市　今帝イ富子

★ 50竹のりンj=lbンがやっと30解で演者になF)書んて･し､ま

す｡ SLEt,楚ち毒しlてし､ます｡ llJ,:.ネフローゼの方が戻

す割二行かず囲っております.入線中ゆえ.秀和tt3釆机､0)が

残捨てLl.
九曜市　森本敏江

★勤d)乱7-J躍日韓後摘草まで7tl･イ士新加入●

叡-JtLL.のて｣檻のは寮理71.体調は覆し､ので･二か

カ＼らむ頑級りたいと.写しtます｡

クエ別布　岩井君子

★　身体の調子も敢好で.今年lま町内の御お寺掘し､をし

てし､ます｡二人凍学校ですの7.そQPBq. 7-AI,i)で一トガ
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ビに買物に行さまTg.
斉し傾市　岩山　ヒロ子

●

★初めて0)入院から.この占用て日算LJJ:ろうとしてし､ま1.

今は変わLJ机､毎日を送ってし､ます. I

矧伸　内着席子

★　壕様お元気てしょうがマフ払し聯芦の森わり日のItfL､てし

ょうが･･･.倶くなっ7-J).悪くtd.1っT-Jjの毎日です.命夜.

何か講演会があったら出席しようと思､ってし､たの7才が.希

傾します｡壌戒も身体tこ気をっLlて頑張って下さしソ

ノ礼節　上野知子

+頚在tプレドニン225m9B摂用してLtます｡柵低い為.

素を減らしてもらえず.何とか高くなる方法なし､かしら･ I.

雇離し､CWl,%し､ている為.先生Jて少し哲静にするよう言わ

れてLtろん7.才. (元気は元気なんてす｡)

水声市　葛西康智子

★　j総会の準備ご苦労様そす｡何む寺据えすごわんTJ.1-i L､ ｡あ

んまり元気とも言えませんが良い季節L-JJってさましたの7､.

そこらをうろ$7よろしようがTdtと,写ってし､ます｡

私憤市　木谷知子

★　4lF726日高熱lこて. 4月2占日L1-し､外んを起こし.麿裁不明
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となり､東食葬にて北見日赤病姥に入院､プレドニー/入醍軸､

らI旧聞60haA閥I I2日E)よりJg日E)まで.如%･戎Ftb40mgP網､

副作田のIL胤と遁暖がし､1 i-JJ:るが.瑠神69に参ってしまし､そ

うtd:気がします.混在Llベtt'ド生渚7すので出席tti来tJ<. ,終

金の成功を祈っておEJます｡
北見市　今野啓子

★　昨昇6FL右六勝野ダト反骨切術緩. S LEと解断されました.

只今.北溶通勤汐併舵念病隊そりハビり中でLl.雇解甑が2　●

-3年,i(ヒ.粛安閑節の初狩b可能とのことてひたすら療養

甲ZL･甘.
部･｣村　清水寛子

★　狩に変わりはありま･d-んが･ 3年′3くりにプレドニ-/がソSTJ"8か

ら/3･75Tm折舟Ji L,た･イ不調をあまり変わらず詞31b鼓してす

勅傍序　佐藤　晋

★　何となくすうダ弓と暮れてし､ます･希が出たら何とが渚●

気5)る帯広肥LZL7をとE7ざしてますが.ここしばらく冬碑纏が

綾さそうてす中井先生.佐川先生巨呉々むよろしくおイ云え下

さし＼.

帯広す　清野知子

★　病気の友どこ降らす､すべての人と壊し､関係をっくることをE7

鰍こ頒経っておりすす｡

-　510
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虜在入隊5-ヶ月Elです･一日も早く風乾し.彼帰し7-_L､と

愛ん7･し､る毎日て･す｡
上/国町　囲下香代13-

★　濠い季節l-耳目ましたれ私も元気にしております｡汗を

かさかさ毎日を′忙し<し●ております｡

函館市　近藤和子

●　★去る4和?日に紬七<机)･柵に肉解仇掛てお
ります｡ 6月占日が四十九日7･､そ切線少し体をゆっく･EJ休

めたし､ヒ思ってLlすすので.今風ゴ先帝させてし､た7-11やます.

境線とうそ葬しんて凍て下さし､れ;^Jb回を期待します.

勅使市　瀬習史子

★　客の都合7･残紬､ら欠席致します｡ SL E居者7tす｡ 3

年前プレドニ-/30竹から鰭ま,) ～ #在10f"締去年の//月風間

EP.副作用~わ体宴が叡増えて.棉珍の虜.中井先生から叱

●　ら如し､ます･ =拍＼らb戚診乏欠か押受(1なか-ib.先生

の足音を乎り一塊命(病気と仲鼻<し･7 )家務の為に生き

て行くつもり7･おりますので.以顔宜し<お顔し､許します.

礎荊町　腐井敏‡工

★　最敗者自費が脅し､の7周り言LTこ.筋肉痛bあり､長し､

歩行b出来ず.今E]る行けません舜倉7tl.

_t/腰帯　戸ズツノレ



★　昨E7L1 ㌦､ちばんぼし..を迷ってし､たたき釦がとうござ

し､才した.今動まひれ灘帆二どうZ=指事かと思し､右がら寝

込んでおりましたが.お嫁様で風邪7'-:け7･勅.今のところ

病気と仲壊<過ごしております.磨会の三成砂お祈りします.

御崎　宮沢々ス手

★　tJ:にしろ.そちら榔′3､みさとヒ感じてし.るC)て行きた

し､･合しth､槽-nqるのて･すが･粛班LL､痢那腐食　●

です｡りンパ腺が#･J仁よ1てグりグり腫れて･微に泣

ぞnL･てLlます.
北緊軒　谷口啓子

★　ケC頼経ですが.春先L frFHまど足首が病みましたが･年

中､ロの中.層の皮がむし†ま乳混在は同じ雌の腐り適し

てすが.体ヒ赫バラ-/スを秀えて動t-'EPu LL ･体を動か

してし､ます｡
士別市　田蘇否美子

★　足Lこまた白侶があLJませんの7. m,VLすると巻様と行

けると思し､ます.その時はよろし<お席し､致します.どうぞ

壕様もお元気て･元頁蘇って下さし､ませ･

果断　甲好演香子

★　勤d)てLlますのIZ=濁帝出来ません｡

夕確再　三蘇みね
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★　原盤.碑に気候の衡ヒl-JLJ痛みが増して.禾T-:病摩L･Jま

2週間に｢壕通産しております時々触安LTております

が.身体の詞%があまり良くありません｡

上川町　甲山　ティ

★　ご無デ休してし､ます｡お像様て禿争て過ごしてあります.

毎年/L滞ちにしてし､ろのて､すが.享併噛倉と/3ttっか/).

●　ヌ々出席下さずとってむ嫁倉7,61｡ニセコに行って､みんな

●

とお倉し､ L T-dっ71-31 -才.釆卑こそは出席にマノレそっけた

し､てすそれて(J膚さん.お元気了.･ -私も頑液LJます.

亀や′′　　7A''lす顧嫉子
★　息子の凄敷金七車机)まし7-tので･.宛杏子すか芙礼致しま

乳5凡て2泊3日の予定て･.並所の奥姥方目名と杉浦蒐花

見に行って凍音した.とても秦しく過ごしてさまし7-01.そ

の後がよろL<ありません.疲れが出て何とも困ってし､る所

て･~す.

深川す　新一田栄子

★　国正晶館病醍L二人姥中日月/7日よLJ)､究在に至ってし､

ます･出帯出釆なし膚が残食7tす聴1.億様棚輝を折っ

てし､ま1･ヌ･新案とよ填㌦､出凍るE)を秦しみにして_し､ます.

歯館肯　船樹冴子

-　f3-



★　残食て寸が欠席します. 2年縮,G生声壁に男汐ヨ升席が出

来まLT-tので4娼軌日田適ってし､ま1.血衝拡諏創動他･

ケイシナクL/ヨウ酸などの漢方席凍て一一年頼通しました｡何

とカ､生きてし､ます.解熱じ下さし､.戒めお祈りします.

紛　藤田,啓子

★ ,*の美しし､虜となりましたね.講演会等. ｢和かお蘭さ

しTこし､と思っておLlまし7-_が.今､白内障にわかり-^子の　●

外出に自信があL Jませんのて･.今回tJ先帝させてし1-J-:さま

す.
深川音　調土嚢酎子

★　少々.疲こんでLL､る杯粒子し7,0ひと搾落っさました｡下

も領有Li湿疹で/LEんでt-7ス. ABJ'[717･む.こうし､う催しを切

して希望致~します｡
中富夜野町　山37(遜れ､

★　ち月末よりj帆二人匪中.ようゆく薬の署も′れすっ滅っ　●

て6削二は週碗予定7す.南棟:進学し7--Jfかけ.まだ-

日も尊枚(て行t十オ二｢早く遜姥できれよしし､芽｣と顔形を々新

郷日々を避ごしてし､ます.塵確の御賭庫をお祈りL,･総

愈碩繭を抑Jまれ(針*L齢㌦美定番

★　3月27日新潟へ転居して釆ました｡元気て･す｡ワっめ07ji
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把l/ィ土ん7 2ケ月足らす大き朝野71す万代稀は長し優し､

ノ橋です.動T:日( -JJ佐渡が見えるそう7すし､nb鋼を

ありがとうござLLます.

●

●

新過す　音節-,-享子

★　し､ろし､ろお世話L-JJLILJまして着発うさぎし､ます. ｢番LCD

さ廃し此の頗7･寸のそ.何とか元AL甥="しております.

.札輝市　耳上　キヌ

★　来し潮声からや1ヒ和博も着の醸かさを承､じられるこの虜

71甘.季節の変わり飢ま体詞をくすしやすし､0)マイが.今Q

ところ風邪もひかず毎日勤dHて出ておりすす.壕様も風解な

どひかれません軌こ.
丸幌序　勉畝手

★　病医に変れ)7JLt< _増殖の人と同じ生活7す.

盈断　高林-#子

★ /q今育児Ljaわれてあります.顔和i冥帝無し〟塔さ

んの棄LL､報告.桑しみ亡くしておEJます.

行ウてらっし,PL＼. (膚LL､ナー)

丸傾音　井田美幸

★　今･副作F]がドドーと出て阜いのて寸が.何とガイ土事b出

乳頭頻ってし､ます.ニセコ行きたがった7-す.I

-551-帯広す　荒尾みや子



★　食費G)壕様お元気そし､わしやし､ますれ寒暖の差の激し

さlこ勿牢がLlL､てし､オワ訂く､すっきりとLTdILL毎日を週ごし

てし､ます.壕様も碑吻碑吠tHにそれそ､わの虜7御活躍下さ

Ll.

石綿町　兼覆町都子

★兼和す細通し､てす｡丸断　畑中齢･

★　素敵な企画7･是非出席し仇､のマイが. F乍年6月l飢こ男

児を出直し.虜在熱冒中のため出席7きません｡名節Lまとて

る元動く僻しており.私む元気でありがたく/6 I,ており苫

す｡
適分町;林田　由綻子

★元如仙ぼってし-ます｡丸断郊藤蒙接

'f_芸三竿三二三三言三_'-妄言･

し､nも不参如てITdLiません.
晶館有　ノ｣＼川　陽

★　59年//月より人綻してし､まLT,Aヾ,今年6 F75-日遷綻した

ばかJ)TJIC)て･.こq夜Lよ欠席さ･ttてし1,J,=きます｡ 71は.餐

Lくあ挿し､します.
勅促す　ル松田養智子
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★　任所変更敢Lました.展開入院から避唆して5~寄経ちまし

た.ニe)期間が長くなるよう.上勃覇気ヒ木持碁し､たLlと

思うこの虜711.

珊走市　春本雅江

★　気温が和'っT-J)､少し顔か為と㊥碑疎乞起こし(I軽が

つま汗顔杏吐き気.3如きにトイレ適い･･)毎E]全身

の筋肉7融て殖まされハり.灸治療に適ってし.ます｡労災に

● I R～3Fl迄入院レ卿破腎機能郷落ち桐難と

なり長沼先生を悩ませました｡腐乱病名免こ不軌為品ア

レルギーて･;掛だし､とのことて･ ( I erMが/loo )血液

の序気?と言われました｡ (ステロイド細を受けてよけし､悪

化)亀帝7.さす角倉下す.

釧新　関ノ‥みよ

★　姪の勅為.出席出釆ません.人魂粁してます水元

●　気磯し.てし､ます｡　g/雌音　伊藤府裕

★　51月に入って風邪をひさ.句体の方か展くfJL､ので矢布教

Lます｡雀様(=よろしく｡
滴ノ′伊　井渓席美子

★　変わlJの/a:し＼生活-71す｡ (病気痴者してし､言す.)都合

がl,魯し､のて出席出席ません.ちょっと遠すきます.

-57-　帯広有　金田律子



★長妃は身柊の顔与る夜く.勿体に自信がっし､て予言した.

今席は大丈夫みたし､ /私む早く膚さんに会えるように頑蘇

ります.
脚　扇田　里美

★素姓シ工-グレ頑柔群の現象があり､食事乙あま,)出来

ず医師より工レー/タール液てLカロIJ - 300/正とってLtます

現在.メ働麺病姥に入線蒸養中下す.

九慣音　源間-#子

★　身体の調子Lま壊し､です./

丸博す　阿部徳子

★　3月からの風秤て肺炎にJJ:ってしまし､.ようやく元気を取

り度しT,1 =ろ7･す.残愈ですが欠席し､たしま1.ご連絡あ

りがとうござし､ます.食費はし､づ'れお軌1し､たしすす.

動産有　虜谷山順3-

★　只今･入院中てtす∴lL.ちぽんばし.､の申稗乾生の闇

の論寮と藤泰砧尊につし､て.を読ん71.貫ヲ御したし､と足

しtました｡足熱二人れな㌧､虜合は.中井先生の璽舞凍演だL1

71そ周さT,-Vと思し､ます｡どうぞヱ商魂のほと..お解し＼しま

寸｡
私憤軒　角藤旬瑛子
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★　現在入院5-ケ月aてす｡一日む早く逐院L,.腐JGLれ.ど

留ん7･LLる毎日7す.

上/国町　国下喜代子

★衝動触しております.佐両先生の諌演テーマは.私も直

面してし.る事実て･~すわ71お節さ出釆7T.:<務念下す. 2月. 4

月と入成し.今よろA?<元の生茅(-GtE/I"あ為所で寸が､

神変わらす微熱と関節痛､むくみにL.､〔やられてし､ます｡

総合.諌演会嫡物Lますよう祈っております｡御掲席q膚

#l瑠しくお伝え下さし､.
上磯軒;秋元清美

●

★皆さん･お変わりござし､ませんか｡私b一越-漣を,線健

しながらの病床生活下す｡今年は花粉症11位まされ少し体

調がくすれてしまし､ましたが.少しずつ回循してさてLlます.

の7,三二熟Lll下さし､｡

日経は歯館了知L/合し､ ･今年Lにセコマ･す奉｡勅封テLlま

せんが.皆さん察しし､一日を過ごして下さし､ね.じ,p原価L/

ヒ･地球_穿LL､E7々を迷って下さし＼れ

轟併有　′l淋智子

曹
-　59-



難波きみ子さんご逝去のお知らせ

柵功醜面を借りて_このような悲しし､ことをお知らせL

fdLITれ乱､け机､ことを大変嫁倉に思し､ます･

これまて友の合了は会葬さんのこ逝去のお知ら也J(それ

を動1ヒd)る方々のショ､t/J7を煮えて)しなし､ことに申し合わ

せをしてあり盲し7-"しかし.この度のこt,Lま未の食総会の日

程の中て起きたことて･5)I) ､和)塊瑠合わせた出席者の皆さ

んL-Lむ事実は専笑として受けヒd)てLITこたくことが.省長さん

への誠蕎であると考え.ここ(塚えてこ報告さ･ttてし､7-I-lL<こ

とL/JJ:EJ言し7二｡

dF]9日(E))ニセコペンションいJVム々久. (=て､朝食後･

(9時)予定通L紛諌豹て入っておりました･準液さんは･

(53才)食後し､ハ緑風･Jd:る督恥あるとのこヒそ.お都塵7休

んてぶられました｡ &,/篭.会を終えて､ ;kL強r麿生の医療講演会

I ･37ろうとした締(-i.摩双さ^/白身がい′し滴が苦しLL･とま触

られ寸<.`て佐川免竺が塀如実厚生病隆に灘をとられ盲した

が.病軌二着し､て間Ud:i I宅を引きとら折この7甘.あとで倉

ったこヒ7すが.難瀬さんは｢貫井'4L-Jる狭IC症.て･牌摩

l赦.今回の直礎の死軌1､I心筋硬塞.､とし､うことでLた･

二二t二藷しんで,難波きみ子さんのご冥福を/じからお祈l/し

ます.　合掌
-　60-



札幌地LlT医療講演合のお知らせ

●

◆とき: IOF126日(土) 14時-16時く暫寮講演会〉

(6時刃か～tg好く交流会)

◆ところ:北海鰍ンタ一　木細身oTE)
TEL. 0//(i-/2)3233

◆テーマ: ｢内斧卜噺汐肺庚ゝら虎穴骨頭虜死L二つし､て.

◆譲師:北大病酪オ2顧斗　佐川　沼　先生

･,　饗形外科　増田　武志先生

･#･詳しくは後日改めて連絡致します｡

由海aCVE]-中ロ留

金鼻轟演合のテープを解し､て令書

テープをありがとうござし､ました.とても考えさせられ音し

●た｡白倉て虜えて乙.護摩の対象L-jJ材し叔打砕をとL二へ

]与ってし､くかとし､う孝了.Lcrうが. /じ席内科の話も出ておLJま

L T二が､色々7Tdl頒布嘘水とし､し､ま-すれ不安在来が､SL El二%

し､乙のであれで.内科領威せ凝77はL L､と思っ7'-_りしておL)

ます. 7･も　そこまてIJ^りこん7.下さる先生.入LJ=ませて下

さる菟笠は本執て′1,7JL､の7-:ろうとけ思しtますが･ I I

学習会とし､う#/,下はなく.ざ), (ぱちんに静し合う虜を碕ち
-　6/ -



7こし､とし､っも,EPu･うの71寸が.産み.どこま7･話せるがを考える

と､ ′〆要T三と思し.ながら頭olEPt-ILlて･#ってみEJます.色々TJt

人の者を圃してし.る蹄に､あ白身不老定IJ締ま. ､､Lrや_私C)話

は誰が節し17<ytるのか.､と,eう孝bなし1-71はみノ昔せんが､

とうしようもありません乙のね.

北見有　力勝頼矛

●

先臥tJL海忙中のところあ電動こてAt姦しして下さ., 7'-JJ ､

軍産書類を建ってし､たT-:いて葡舞うござし､ました.とても屠蘇

LておLJ2す.卑雇棉歓と,零し､TJ:がら凄く7:/り､お許し下さ

し､ませ.

体調もながながはっきりせ寸心細<､感動もな(.只テレビ

を観たり.とても,BLL､日々-Z･LT-u迷って下さっ7灘､疲

れを承せず読ませてLl-1-:予言し7'-"狩EてSL Eの件につして
･･し､ちぽんlfL､. L瑠かか7ありれたことなと･:気(く読み●

元気ブけらかました｡

以荊て_これカ＼らこC)病気と付き谷って朽ち＼,d11れよならガ

LL生/Bの二持ち方ガど､考えているうちに考えることに顔かて-迷

ったことも何壕eJありまし7<.

今回長の令L二人倉出釆とても′じ強く.席巻竺渚の′じの貰えと

して去イ亡酵臣^ilてし､ただ手.前向さJて序奏Lcrうと自動二言
-　62　-



し､聞かせてあります.

これ73､らむ､何辛よろしくお赦し､申し上げます.

/l腐帯　ノ村井庵子

金●支部巌公に亀帝して令■

｡三fI_:i三=_II_-,:=T-TI-_i _三言∵三三{_:二

●

る謝~を深れ優し東矧て狩ってし､けれ丸､し､と思しt吉Lた｡

実際.今ま7,･知ら7JjO＼イこ病気と伽zJbのC)つながLJを

ノJ/L理解することが7･さましたし,度し.オ(,JJ.かL)希えると神

慮が､如､しくなって落ち赴ん子し.ってし封.とし弓庶務虜を

腐り適してしまうの7.出凍る酔ノ扉し､方へ考えるようlこして.

#(て明るし､気持て･し､ようとし､う気t-打LJ言LT二｡それ.この

病気(-射してLS･あせってはいけなし､とし､う孝をっくつ-く感じ

ました.犬さfJ.tjI釆穣7-Iっ上と思し.ます.

ニセコの大自然､に囲まれr-^oンション子.美味しい食草をし

ながら仲間産と静ノ食えた泉プ陣に同じ昔Lみそ滞り者何でが

愚痴をこぼしかがら､ /れ71むストレスを発散させて.そして

元気E-ll-7またbjM生活に涙1 7 Llけ/-Lの7Lfなし､がと思

し､ます.

厳を言えば･会葬全体.そL,て医師とのコミュニケーション
-　d3



がt,う少しあれは濠高7-ill T-JaTと思し､まし7--BR L,し､人同士が

固まってL言〔7.全体としての合葬か物＼17このガ肇令で

乳も1とみんZJが気軌二.誰とて･む辞せるようだ合の雰囲気

EIJJnゴ､.言う= UJ:L,とし､う気がL言した｡そして劇こ桐

るイ臥個人の廟睦的碑がbっとあれ1'､.命よりももっと渚

雛.より探し､1/a,がり仇友の合になるのでLJかし､がと思し､ま

せ｡

白組て対する考え(今まて･Lま7-J･:勧ロしてし､れfL､し､と

/電ってLlました)が甘かっ7二泉顔｣7t.lエ鋤＼-た孝を夜省L,

机すれまttLtけ机､t･思し､SLた｡そうし､う気稗に碑六才T-=け

7･む今回の解合に出存し7凍疎があっ7'こと思し､ます･

私産みんなのカ71も1ヒt'1ヒ活動B卸釦こして･ Llろし､ろ

な孝を尊んで._自分の健醇管理は自今7･J7Lきみよ引く,そLて

日月るし､気稗で毎日を産れろようし'J/折るとし.し､ヒ思し､ます･

I,111員の皆さん.し､ろし､勿和書毅榛て･した｡

ネ僻　瀬督史子

オ,Tr ､t/ 7沿岸の街にもclう呼<兼の花が硬さ鰭d)まLT< ･

毎回いLlち(まえばし｡を碑感付下さし､まして･誠【て碑う御

座超弱.家I-Rる淋らLこして.壕様の建況や先生ao)病釦二

1 ､､て0)お藷を知る尊が出来.友q金o)宜積の御者動庚沸教
-　64.-



します.

私もS L E患者のひとり7才が､ 3年前中#先生Lくお逢し､し

て以来.病気のオb/今Ⅵところ静机.--してくれておりますし､

副作F]乙,EfeL､の夕卜でてさませんの7∴入院する孝/tLtく( 3年前

人唆した軌よプレドニン30rnきて･したが･去年GW月からIOrng服

用しながら頑誇っておりまれ)鋲C)克て･家事(-t卑倉上凍る牽

届をカ＼みしめて生活してLtます.

●　今田の兼行L-Ji.角倉7dTP､ら家の粛姶7満席出釆まtrんが､

同村のお金Jリ頂7すが.何かの足しにして戴いれ才孝し､と,写し､

舌~す.

菟日脚出札の祈､鰍ンタ一に席斉し言したが.

ixrl偏の素顔らしさLて感勤しました｡私達,建t者に摩周しやすく.

細軌二わT-J)商魂されており､このセ-/夕一の感動滴尽力下

さし､ました壕軌,JLltより感触しま寸と共にこれ1),らのJtZソ

タ一.ならび(て友のノ余の益々o)御発蕨をお祈り教します｡

酵　　御願敏江
前略.昨日友人の解婚カニ比布したG)で寸が_その人は∫

年前.私が入院してし､た時.隣のべ､･'ドに層た人なo)です.

頒輝病で.今7･もイー/=/ユL/ンを自弁7t打ってLtすす｡お医

者さんに子摂上潮だと言わ11才したが､ E7介71もそれig･｣
-　6S-　-､





4=-;師事
S60.5,22(求)等漕頂閥No･8

二Jtlコそ開かれる･総合の出欠の菓轟がたくさん猛って釆盲

LT:.

そo)刺,- ･序碗入院中と記されたT･ Mさんの葉書がE]

●　L止まり.節ねて3+ました｡ Tさんは欺､の私の訪問Lて驚し､た

嫡子7･したが.す<-再Tちとけ7㌦､ちぽんばし..の新入各員

紹介とし､う欄に名前が蘇ったことで.環盛岡耕一の方からお便

りがあったことを嬉しそうに話してくれまし7･-"

腎線の太が,れ喪L tのて選脱はまだまだと言し､ZiLが鵜.

とてt,病人とは′電えなし､明るし奥々力甘実線. 20才とし､う着

さから<ろむのね切カ､､ tJと批ネ了やなのか.とてもヌ捺し

し､珂壕て､した.元気L-JIって早(碑堵媛帰しれ､ (森師さ

●　んマす･)と仰言ろT･Mさん.どうがその朋るさて病気を頗

鳳よして下さし､｡　　　　　　　(三森)

S60.5-.//(土)

広大腰骨頭壊死で手術後4日百g)A I siん(SLE)を北

大馨形外科に討間.

昏確に入って行っT:挽lL,-ス頼みれてし.7､思ったよ()

元気そうて･ひヒ素′じ.
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A I Sさん0)虜合.むともと血′J腐敗(BIZ液を固d,ろ働き)

が粗く.与術前より勅か)そのことが問題と'dl) L牙2内科

とも肺炎｡手術日の5 E瀬よりガンマーグロブリ-/の宮浦を行

し､ ､当日は血1液の新出をするなどC?処置がなされてし､た｡そ

掴呈ひt.･し也血もなかったとのこと. 3廼圃緩くtらし､E'JJ･リ

ハどL)テーショー/の為.卿雌L瀬断定｡

どこが人を引さつLl魂カを締ってし,為豚をらしくLこの日

む私のあt,から湖山の人が御兇葬L:見えてし､た･そんな人頭●

の執-tb早く夜くZi:って.白倉の足て歩Ltて元気頒を見せて

威しし､.

S.60.S./8 (土)

阜縮壌9日E7qA I Sさんを再び劫間｡

I週間て個室より六郎置/v移り.昨E7よL)姉の摩周許可

が出たとのこと｡ 9,1瀬数もそのまま落ち着し､てし､る･あとは

御用を上汗.b繰習から離() ･瑚軌こし僻吟醸L新っ●.

てやる予定.痛みlままT;jPJ析鞄､っていろ嫡子だが.秀人Lま早く

外L -t出畑＼一′して1. g/･練のすむ頑蘇ることは間達し､/1'し､tL整う･

S.60. 6./7(F])

@･1路よりニセコて･の友の会薫準総釦こ如し､途中で体外県

令が牽く7:jl). 9日仇所.勤直終缶珠病変に驚き/大原したY･

Sさん(SLE )を三森さんと-｢腐L-m間.
-　d8　-



●

入院孝好.節磯鮭が慮(-安静の香味4),ら､トイレ.洗面､

面斜細腰さ木てし､たが.たし､/31'ん落ち雇してさ7二とし､うこと

て前E7crEJ面会も許可されたとのこと.この日は.また聯熱が

出てさ7てことをlじ歯己されたお母さんが釧路ガら見えてLlた｡

離合L二出席すろ以前からの体調L二つして.節し17'-JRりそEよ,

秀人としてLよ病気は落ち着いてし､カと東野してし.たよう71ある

がL実際は承れカ御仁J-A lていたように思われる.

発熱節磯絶掛どの腐乱二つしてはま7-:は1きり解って

し､机､の7. =かがめ究明し.清廉古間懲細る予定｡入園し

7こ以iLi@'断tJ帰らず.すっかL)硬くなる造ここで満床を受

けろnもりとのこと.ご両親と離れ病産む凄うの7.年少不安

はあると.電うが.主芳直C71先生を侶頼L I /釦鵡麻J ･専趣､して

ノ欲しし､.　　　　　　　　　　(小　寺)

1-ノー､と訪問後の超過L -tっし､てお知らせしておきます.丁上｢｣

A･Sさんの場合

思っT-JりりハビLJテーションの棚は順鋼で､令;鴎凍

淑子とTd:LJ.それも,+.謝てEl分切足下歩し､てしまいそう鋼顔

'3てE)711｡むうす<日本板と机上謬続も間近のようです.

(これま　本人の話7才が. -)
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Y･ Sさんの虜合

その腹ステロイドの仰､ら萄寮を蛤め周在SOhgまて威象

補体価が為切胸､疾くなめす減数二時間が如､lJそう7､ I

斉内し.っE九､は/入躍如必勧よう下す｡

でもとても元気て･.気E-JdIゐ副作用Z'今の所1よ出てし､なし､

ようです｡豪J't与などLよと･こ<やら､ 3庫の倹孝を頻､さす.

し1dL/′食べてLl為とのこと7･す.

シャンプーの特散

●"髪には海藻.､といわれる海藻エキスの配合で頭皮と毛磐をすこやかに保ち.

紫をしなやかに色艶よく洗い上げます.

●フケ･カユミをとり,しっとりした爽やかな洗い上りで,洗髪後のお手入れ

が簡単.ボディシャンプーにも使えます｡

〈チューブ入り180g　700円を650円で販売〉 ※ 1本につき100円が友の会の

利益になります｡

職場や地域,グループなどで1籍(60本)又は30本単位で放って下さると,

ありがたいのですが-

他にも誰にも飲みやすい.健康茶l里琴ほう~亡粛1 1本500円,カpリー医

王ヨ(1袋300円)も放っています｡

-お申し込み,お問い合わせは.友の会事務局

(難病センター内　長谷川まで｡ ) -
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あ　と　が　き

皆さん.この雷l鵬に鼻がったですれ

ゆn肋気配も麻じらytるようになりましたが.し､が

がお過ごしですカ､.

今勤ま. 6月9日L -jj-TJ.tわれ7'･_索郎総餌扱者が中Cと

も､りました｡

アンケ-卜ですが､あんまE助し､のぞ･ちょ1ヒがっ

くりさjY,-ことて･しよう･渓号に納言罪をお知らせする

予定ですので.よろしくご揚力をお顔し､しすす.

紅蘇乃季節となります.震わ日射しか発くて､豹こ閉じ

こもってし､た方も.た割二は外に出て席し､秋を満療してみ

てLS L､ガがですが｡

儀義人　　全軍鯵成績表の合北海遭文辞
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市060札椀市中央区南4集西lU丁目

北海道難病センター内　′(011) 512-3233

発行人　　　北海道身体離春雷団体定期刊行物協会

札幌市北区北3O条西7丁目　　神原　義郎

昭和48年1月13日第3 g[#使物扱可H S K通巻I6 I号頒価(00円
いちばんばしぺ如昭癖亨RlU日先行(毎月1回lO日発行)

●.


	いちばんぼし
	page1




